
 

 

委託試験成績（令和４年度） 

担当機関名 

 部・室名 

宮崎県総合農業試験場 

作物部、土壌環境部 

実施期間 令和 2 年度～令和 4 年度 

大課題名 V 情報処理等先端技術の活用による高生産システムの確立 

課題名 

 

リモートセンシングデータ・収量マッピングデータを活用した可変施肥機能（乗

用田植機）の評価 

目 的 

 

 

水稲経営の大規模化を踏まえた作業省力化や、収量、品質の安定、均一化は喫

緊の課題となっていることから、リモートセンシングデータ等を活用した可変

施肥機能（乗用田植機）を用い、省力かつ精度の高い施肥による栽培技術の開発

を検討する。 

試験 1 年目（令和 2 年度）は、主に地力差の異なる試験区を設置し、マルチ

スペクトルカメラ付ドローンを使用したリモートセンシングによる生育マッピ

ングデータ及び生育・収量調査、土壌分析等によって各種基礎データを取得し

た。また、試験 2 年目(令和 3 年度）は、1 年目取得データに基づき可変施肥機

能付乗用田植機による試験を行い、基肥可変施肥による収量、品質等への効果

について検討したところである。試験 3 年目（令和 4 年度）は、さらに収量・

品質等の高位平準化に向けた検討を行う。 

担当者名 作物部主任研究員 加治佐 光洋（業務窓口） 

土壌環境部副部長 甲斐 宏一 

１．試験場所 宮崎県総合農業試験場内ほ場（宮崎市佐土原町下那珂 5805） 

 

２．試験方法 

(1)供試機械名 

マルチスペクトルカメラ付ドローン、可変施肥機能付乗用田植機   

(2)試験条件 

試験区及び土壌条件（移植前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※ 異なる量の堆肥を R2 年 6 月 1 日に散布(牛糞堆肥:水分 40%、N:P:K=1.5%:1.8%:2.8%) 

 

品 種 名 

荒 代 

種 子 消 毒 

 

播 種 

育 苗 

植 代 

施 肥 

 

移 植 

除 草 

病害虫防除 

 

｢ヒノヒカリ｣  

(6 月 2 日） 

 5 月 22 日開始 24 時間浸漬 (「ﾃｸﾘｰﾄﾞ C ﾌﾛｱﾌﾞﾙ」200 倍 

 +「ｽﾐﾁｵﾝ乳剤」1,000 倍） 

(5 月 27 日)乾籾 250g/箱 

出芽器（30℃、3 日間）で出芽後、育苗ハウスにて平置育苗期間：14 日 

(6 月 6 日） 

(6 月 10 日)可変区:側条施肥用全量基肥肥料(設定可変量 NPK=16:11:9) 

慣行区:側条施肥用全量基肥肥料(40kg/10a NPK=16:11:9)  

(6 月 10 日)可変施肥機能付乗用田植機使用(60 株/坪) 

(6 月 15 日)一発除草剤：ｶｳﾝｼﾙｴﾅｼﾞｰｼﾞｬﾝﾎﾞ 400g（10個/10a）        

(6 月 9 日) 「ｻﾝｽﾊﾟｲｸ箱粒剤」50g/箱 

(6 月 10 日) 「ｽｸﾐﾉﾝ」4kg/10a 



 

 

 

３．試験結果 

 ・ 幼穂形成期のリモートセンシングにおいて、可変区は慣行区に比べ、特に「NDVI」と「NDVI

×植被率」で、ばらつきが小さくなる傾向が認められた（図 1、表１）。 

 ・ 中間生育の「茎数（本／㎡）」について、慣行区のみ有意差が認められ、「茎数（本／㎡）」

及び「葉色（SPAD）」は可変区のばらつきがやや小さくなった。また、試験区 1、4(少窒素土

壌)で比べると可変区が多くなった（表 2）。 

 ・ 成熟期の「穂数（本／㎡）」について、慣行区のみ有意差が認められ、ばらつきが小さくな

った。また、試験区 1、4(少窒素土壌)で比べると可変区が多くなった（表 3）。 

・ 本年は台風による強風（瞬間最大風速 36.8m/s）があり、可変区は慣行区より、特に試験区

3、6（多窒素土壌）において倒伏程度が低くなった。（表 3）。 

・ 各収量構成要素について、両区とも有意差は認められず、「㎡当籾数」、「登熟歩合」におい 

て、可変区のばらつきが小さくなった。また、㎡当籾数を試験区 1、4(少窒素土壌)で比べる

と可変区が多くなった（表 4）。 

・ 収量について、両区とも有意差は認められず、可変区のばらつきが小さくなった。また、試

験区 1、4（少窒素土壌）において、可変区は一定の収量が保たれたものの、慣行区は大き

く低下した（表 4）。 

・ 品質については、農産物検査において両区とも全て規格外となった。  

・ 可変施肥機能付乗用田植機の基肥散布精度について、設定窒素量（設定幅：標準比±30%）

に対する実測値で高い精度が確認された（表 5、6）。   

  

４．主要成果の具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

       慣行区           可変区 

  図 1 幼穂形成期のリモートセンシングによる生育 MAP(CSV 分析） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

表 1 幼穂形成期のリモートセンシング結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 2 中間生育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

表 4 収量、収量構成要素、品質等 

 

 

 

 表 5 可変基肥基本設定 

 

 

 

 

 

 

 

 表 6 可変基肥施肥の散布精度 

 

 

 

 

 

 

５．経営評価 

 可変基肥施肥により、大きな増収効果は認められなかったものの、生育のばらつきが改善され、

地力差に応じた施肥により収量を平準化し、倒伏を軽減する効果が確認された。これは、大きな

地力差のあるほ場や倒伏リスクに対して有効であり、収益安定化につながる可能性がある。 

 

６．利用機械評価 

 マルチスペクトルカメラ付ドローンによるリモートセンシングは、水稲幼穂形成期の生育量を

正確に捉えることが可能であり、当該データを利用した可変施肥機能付乗用田植機については、

高精度の可変基肥散布が可能であると考えられた。 

 

７．成果の普及 

 試験結果をふまえ、得られた知見について成果情報等を通じて生産現場へ情報提供する。 

 

８．考察 

3 カ年の試験を通じて、リモートセンシング～可変基肥施肥の技術は、ほ場内のばらつきを改善

し倒伏を軽減するなど、地力差による生育ムラを修正できる技術として、年次変動を含め一定の

効果が確認されたところである。 

本年は可変基肥の設定量幅を大きくして検討したところであり、リモートセンシング結果及び



 

 

実測生育調査において、可変区は慣行区に比べ少窒素土壌での茎数が多くなり、ほ場内の生育の

ばらつきが小さくなった。収量面については、全体として可変区の増収効果は認められなかった

が、少窒素土壌において慣行区は収量が大きく低下したのに対し、可変区では一定の収量が保た

れ全体的に平準化された。また、品質については、白未熟粒による等級格下げで全て規格外とな

り、可変区の優位性は確認できなかった。これは、出穂後 20 日間の平均気温が 28℃台となり最低

気温も高かったことから、白未熟粒の発生に非常に好適な条件であったこと、また、9 月中旬が平

年に比べ日照量が少なかったことによる心白等の低日射型の被害粒の発生及び台風による茎葉の

裂傷等が複合的に影響し、一様に品質が低下したものと推察された。さらに、倒伏状況について、

本年度は登熟期に台風が襲来したが、多窒素土壌において可変区は慣行区に比べ倒伏程度が低く

なった。これらのことから、可変基肥施肥は、大きな増収効果は認められなかったものの、地力の

低いところへ適切に調整された施肥が行われたことで、有効茎数が確保されるなど生育のばらつ

きを改善して全体的な収量平準化につながり、地力の高いところについても同様に、適切な施肥

調整により倒伏軽減に有効であったと考えられた。 

 

９．問題点と次年度の計画 

 リモートセンシングデータを利用した可変基肥施肥については、品種や栽培条件の違いによる

試験データを蓄積、解析することで、さらに高精度で安定した運用が可能になると考える。なお、

本試験については本年度で終了となる。 

 

１０．参考写真 

 マルチスペクトルカメラ付ドローンによるセンシング（DJI:P4MULTISPECTRAL） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  可変施肥機能付乗用田植機による移植作業（ヤンマー:YR8DA） 

 

 



 

 

 


